
(57)【要約】

【課題】全体的な透過率を増大させることができるＦＦ

Ｓモード液晶表示装置を提供すること。

【解決手段】互いに交差して配列されて単位画素領域を

画定するゲートバスライン及びデータバスライン並びに

、それぞれの単位画素領域内に配置されて、ゲート絶縁

膜１２０を介装するカウンター電極１１０及び画素電極

１３０を備える下部基板と、それぞれの単位画素領域に

対応して配置されるカラーフィルタを備え、液晶層を介

装して下部基板に合着する上部基板とを備えるＦＦＳモ

ード液晶表示装置であって、画素電極１３０が、ゲート

絶縁膜１２０の上部表面に形成される複数の第１画素電

極１３１と、第１画素電極１３１の上に形成された保護

層１４０の上部表面に、第１画素電極１３１のそれぞれ

と所定の距離水平離隔して形成され、保護層１４０に形

成されたコンタクトホールを介して第１画素電極１３１

と電気的に接続される第２画素電極１３２とを備える。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 交 差 し て 配 列 さ れ て 単 位 画 素 領 域 を 画 定 す る ゲ ー ト バ ス ラ イ ン 及 び デ ー タ バ ス ラ
イ ン 並 び に 、 そ れ ぞ れ の 単 位 画 素 領 域 内 に 配 置 さ れ て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 装 す る カ ウ ン タ
ー 電 極 及 び 画 素 電 極 を 備 え る 下 部 基 板 と 、
　 そ れ ぞ れ の 前 記 単 位 画 素 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ を 備 え 、 液 晶 層 を 介
装 し て 前 記 下 部 基 板 に 合 着 す る 上 部 基 板 と を 備 え る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー
ド 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 電 極 が 、
　 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 上 部 表 面 に 形 成 さ れ る 複 数 の 第 １ 画 素 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 の 上 に 形 成 さ れ た 保 護 層 の 上 部 表 面 に 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 の そ れ ぞ れ
と 所 定 の 距 離 水 平 離 隔 し て 形 成 さ れ 、 前 記 保 護 層 に 形 成 さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て
前 記 第 １ 画 素 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ 画 素 電 極 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る フ リ ン
ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と の 間 の 垂 直 離 隔 距 離 が １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ Å の
範 囲 の 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー
ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 護 層 が 、 樹 脂 又 は 無 機 絶 縁 物 の 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ リ
ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と が 、 ５ μ ｍ 未 満 の 同 じ 幅 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 画 素 電 極 の 幅 が 等 し く 、
　 隣 接 す る 前 記 第 １ 画 素 電 極 間 の 距 離 が 、 隣 接 す る 前 記 第 ２ 画 素 電 極 間 の 距 離 と 同 じ で あ
り 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 又 は 前 記 第 ２ 画 素 電 極 の 幅 と 、 隣 接 す る 前 記 第 １ 画 素 電 極 及 び 前 記
第 ２ 画 素 電 極 間 の 距 離 の ２ 倍 と の 和 に 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ リ ン ジ
フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 水 平 離 隔 距 離 が ５ μ ｍ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ リ ン ジ フ ィ
ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、
高 透 過 率 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ （ Ｆ Ｆ Ｓ ： Ｆ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ 　 Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ
ｉ ｎ ｇ ） モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 イ ン プ レ ー ン ス イ ッ チ ン グ （ Ｉ Ｐ Ｓ ： Ｉ ｎ － Ｐ ｌ ａ ｎ ｅ
　 Ｓ ｗ ｉ ｔ ｃ ｈ ｉ ｎ ｇ ） モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 低 い 開 口 率 及 び 透 過 率 を 改 善 す る た め に 提
案 さ れ 、 大 韓 民 国 特 許 第 １ ０ － ０ ３ ４ １ １ ２ ３ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 と 比 較 し て 高 い 開
口 率 及 び 透 過 率 を 得 る た め の 、 透 明 の 電 気 伝 導 体 で 形 成 さ れ た カ ウ ン タ ー 電 極 と 画 素 電 極
と を 備 え る 。 さ ら に 、 カ ウ ン タ ー 電 極 と 画 素 電 極 と の 間 隔 が 、 上 部 ガ ラ ス 基 板 と 下 部 ガ ラ
ス 基 板 と の 間 隔 よ り 狭 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 カ ウ ン タ ー 電 極 と 画 素 電 極 と の 間 で フ リ
ン ジ フ ィ ー ル ド が 形 成 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 そ れ ら 電 極 の 上 に 存 在 す る 液 晶 分 子 ま で も が
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動 作 し て 透 過 率 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 従 来 技 術 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 下 部 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ る ア
レ イ （ ａ ｒ ｒ ａ ｙ ） を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 下 部 ガ ラ ス 基 板 は 、 カ ウ ン タ ー 電 極 １
０ 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ ０ と 保 護 層 ３ ０ と が 順 に 積 層 さ れ て 形 成 さ れ 、 保 護 層 ３ ０ の 上 部 表
面 に 画 素 電 極 ４ ０ が 所 定 の 距 離 だ け 離 隔 し て 形 成 さ れ て 構 成 さ れ る ア レ イ を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 画 素 電 極 ４ ０ は 、 ３ μ ｍ の 幅 ｗ を 有 し 、 隣 り 合 う 画 素 電 極 ４ ０ 間 の 距 離 ｌ ′ は
５ μ ｍ で あ る 。 即 ち 、 図 １ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ５ が 成 り
立 つ よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ は 、 従 来 技 術 に 係 る 別 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 下 部 ガ ラ ス 基 板 上 に 形
成 さ れ る ア レ イ を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ り 、 画 素 電 極 ４ ０ の 幅 ｗ は 図 １ に 示 す 画 素 電 極
４ ０ の 幅 ｗ と 同 じ で あ り 、 隣 り 合 う 画 素 電 極 ４ ０ 間 の 距 離 ｌ ′ を 、 画 素 電 極 ４ ０ の 幅 ｗ と
同 じ ３ μ ｍ に し た 例 で あ る 。 即 ち 、 図 ２ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 、 ｗ ／ ｌ ′ ＝
３ ／ ３ が 成 り 立 つ よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 位 置 ａ は 画 素 電 極 ４ ０ の 幅 方 向 の 中 心 位 置 を 、 位 置 ｂ は 画 素 電
極 ４ ０ の 端 部 か ら 幅 方 向 に 外 側 に 約 ０ ． ５ μ ｍ 離 隔 し た 位 置 を 、 位 置 ｃ は 隣 り 合 う 画 素 電
極 ４ ０ 間 の 中 央 位 置 を 表 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 画 素 電 極 間 の 中 央 位 置 ｃ に お け る 駆 動 電 圧 と 透 過 率 と の 関
係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 素 電 極 ４ ０ の 幅 ｗ の 大 き さ を 固 定 し て 、 隣 り 合 う 画 素 電
極 ４ ０ の 間 隔 ｌ ′ の 大 き さ を 変 化 さ せ た 場 合 、 間 隔 ｌ ′ の 大 き さ が 減 少 す る に つ れ て 、 中
央 位 置 ｃ に お け る 透 過 率 、 及 び 透 過 率 が 最 大 に な る と き の 駆 動 電 圧 が 増 大 す る こ と が わ か
る 。 参 考 ま で に 、 図 ３ に は ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ８ の 場 合 の 値 も 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 図 ４ は 、 幅 ｗ の 大 き さ を 固 定 し て 、 間 隔 ｌ ′ の 大 き さ を 変 化 さ せ た 場 合 の 、 位 置
ａ 及 び 位 置 ｂ に お け る 駆 動 電 圧 と 透 過 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 こ こ で も 参 考 ま で
に 、 図 ４ に は ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ８ の 場 合 の 値 も 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ か ら 分 か る よ う に 、 ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ５ の 場 合 で は 、 位 置 ａ と 位 置 ｂ の 各 々 に お い て
、 透 過 率 が 最 大 に な る と き の 駆 動 電 圧 の 差 が 約 ０ ． ８ Ｖ で あ り 、 位 置 ａ と 位 置 ｂ と の 両 方
に お い て 同 時 に 最 大 透 過 率 を 実 現 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ３ の 場 合 で は 、 透 過 率 が 最 大 に な る と き の 駆 動 電 圧 は 位 置 ａ 及 び
位 置 ｂ の 何 れ に つ い て も 、 ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ５ の 場 合 と 比 較 し て 増 大 す る が 、 こ の と き の 位
置 ａ と 位 置 ｂ と に お け る 駆 動 電 圧 の 差 が 、 ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ５ の 場 合 と 比 較 し て 実 質 的 に 減
少 し 、 位 置 ａ 及 び 位 置 ｂ に お い て そ れ ぞ れ 最 大 透 過 率 を ほ ぼ 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 上 記 デ ー タ は 、 幅 ｗ の 大 き さ が 一 定 で あ る 場 合 、 間 隔 ｌ ′ の 大 き さ が 減 少 す る
と 、 透 過 率 が 最 大 に な る と き の 駆 動 電 圧 と ア レ イ の 全 体 的 な 透 過 率 と が 増 大 す る こ と を 示
し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 第 １ ０ － ０ ３ ４ １ １ ２ ３ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し な が ら 、 実 際 の 製 造 工 程 に お い て 、 間 隔 ｌ ′ の 大 き さ を 減 少 さ せ る こ と は 、 間 隔
ｌ ′ の 微 細 さ の た め に 困 難 で あ り 、 そ の た め に 高 い 透 過 率 を 実 現 す る こ と が で き な い と い
う 問 題 が あ る 。 従 っ て 、 製 造 工 程 の 再 現 性 も 低 く な り 歩 留 ま り が 低 下 し 、 生 産 単 価 が 増 大
す る な ど 非 経 済 的 に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 画 素 電 極 の 配 置
構 造 を 変 更 し 、 容 易 に 全 体 的 な 透 過 率 を 増 大 さ せ る こ と が で き る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ
ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 目 的 の 達 成 の た め に 本 発 明 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装
置 は 、 互 い に 交 差 し て 配 列 さ れ て 単 位 画 素 領 域 を 画 定 す る ゲ ー ト バ ス ラ イ ン 及 び デ ー タ バ
ス ラ イ ン 並 び に 、 そ れ ぞ れ の 単 位 画 素 領 域 内 に 配 置 さ れ て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 装 す る カ ウ
ン タ ー 電 極 及 び 画 素 電 極 を 備 え る 下 部 基 板 と 、 そ れ ぞ れ の 前 記 単 位 画 素 領 域 に 対 応 し て 配
置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ を 備 え 、 液 晶 層 を 介 装 し て 前 記 下 部 基 板 に 合 着 す る 上 部 基 板 と を
備 え る フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 画 素 電 極 が 、
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 上 部 表 面 に 形 成 さ れ る 複 数 の 第 １ 画 素 電 極 と 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 の 上
に 形 成 さ れ た 保 護 層 の 上 部 表 面 に 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 の そ れ ぞ れ と 所 定 の 距 離 水 平 離 隔 し
て 形 成 さ れ 、 前 記 保 護 層 に 形 成 さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 前 記 第 １ 画 素 電 極 と 電 気
的 に 接 続 さ れ る 第 ２ 画 素 電 極 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と の 間 の 垂 直 離 隔 距 離 が １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０
０ Å の 範 囲 の 値 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 記 保 護 層 が 、 樹 脂 又 は 無 機 絶 縁 物 の 層 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 と 前 記 第 ２ 画 素 電 極 と が 、 ５ μ ｍ 未 満 の 同 じ 幅 を 有 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 画 素 電 極 の 幅 が 等 し く 、 隣 接 す る 前 記 第 １ 画 素 電
極 間 の 距 離 が 、 隣 接 す る 前 記 第 ２ 画 素 電 極 間 の 距 離 と 同 じ で あ り 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 又 は
前 記 第 ２ 画 素 電 極 の 幅 と 、 隣 接 す る 前 記 第 １ 画 素 電 極 及 び 前 記 第 ２ 画 素 電 極 間 の 距 離 の ２
倍 と の 和 に 等 し い こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 前 記 水 平 離 隔 距 離 が ５ μ ｍ 未 満 で あ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の フ リ ン ジ フ ィ ー ル ド ス イ ッ チ ン グ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に よ る と 、 上 下 に 積 層 し
た ２ 層 の そ れ ぞ れ に 画 素 電 極 が 交 互 に 形 成 さ れ る こ と で 、 実 質 的 に 微 細 な 間 隔 の 画 素 電 極
を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 隣 り 合 う 、 上 層 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 及 び 下 層 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 間 の 水 平 離
隔 距 離 が 減 少 す る こ と で 透 過 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 微 細 な 間 隔 で 画 素 電 極 を 形 成 す る 工 程 の 再 現 性 を 向 上 さ せ 、 生 産 単 価 を 減 少 さ せ
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 下 部 基 板 と 上 部 基 板 と を 備 え る 。 下 部 基 板 は 、 互 い に 交 差
し て 配 列 さ れ て 単 位 画 素 領 域 を 画 定 す る ゲ ー ト バ ス ラ イ ン 及 び デ ー タ バ ス ラ イ ン と 、 そ れ
ぞ れ の 単 位 画 素 領 域 内 に 配 置 さ れ て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 装 す る カ ウ ン タ ー 電 極 及 び 画 素 電
極 と を 備 え る 。 上 部 基 板 は 、 そ れ ぞ れ の 単 位 画 素 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル
タ を 備 え 、 液 晶 層 を 介 装 し て 下 部 基 板 と 合 着 す る 。 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 は 従
来 技 術 と し て 説 明 し た よ う に 公 知 で あ る の で 、 図 面 で は 一 部 の 構 成 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 下 部 基 板 の 上 に 形 成 さ
れ る ア レ イ を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の ア レ イ は 以 下 の よ う に 形 成 さ れ る 。 ま
ず 、 カ ウ ン タ ー 電 極 １ １ ０ 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ ０ が 積 層 に よ り 形 成 さ れ る 。 次 に 、 こ の
ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ ０ の 上 部 表 面 に 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ が 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ ０ 上
に 、 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ を 覆 う 保 護 層 １ ４ ０ が 積 層 に よ り 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 保 護
層 １ ４ ０ の 上 部 表 面 に 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ が 形 成 さ れ 、 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ は 、 保 護 層 １
４ ０ に 形 成 さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 通 じ て Ｔ Ｆ Ｔ （ 図 示 せ ず ） の ソ ー ス 又
は ド レ イ ン に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ は 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ と 電
気 的 に 接 続 さ れ 、 単 一 の 駆 動 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ に よ り 駆 動 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 上 下 ２ 層 に 設 け ら れ た 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ と 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ と の 間 の 垂 直 離
隔 距 離 （ 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ が 形 成 す る 面 と 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ が 形 成 す る 面 と の 距 離 ）
は １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ Å の 範 囲 で あ る 。 こ の 距 離 を 維 持 す る た め に 、 保 護 層 １ ４ ０ は 樹 脂
（ ｒ ｅ ｓ ｉ ｎ ） 又 は 無 機 絶 縁 物 を 蒸 着 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ と 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ と は 同 じ 幅 ｗ を 有 し 、 そ の 幅 ｗ は ５
μ ｍ 未 満 （ 本 実 施 の 形 態 で は ３ μ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ と 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ と は 、 そ れ ぞ れ ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２ ０ と
保 護 層 １ ４ ０ と の 上 部 表 面 に 所 定 の 距 離 ｌ ′ を 離 隔 し て 上 下 ２ 層 に 交 互 に 形 成 さ れ る 。 こ
の 隣 接 す る 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ 間 （ 又 は 隣 接 す る 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ 間 ） の 距 離 ｌ ′ は 、
第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ （ 又 は 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ ） の 幅 ｗ と 、 隣 接 す る 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １
及 び 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ 間 の 水 平 離 隔 距 離 ｌ の ２ 倍 と の 和 に 等 し い 。 即 ち 、 ｌ ′ ＝ ｗ ＋ ２
ｌ の 関 係 式 が 成 り 立 ち 、 隣 接 す る 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ 及 び 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ の 間 隔 も 等
間 隔 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 上 下 ２ 層 に 設 け ら れ た 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ と 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ と の 間 の 水 平
離 隔 距 離 ｌ は ５ μ ｍ 未 満 （ 本 実 施 の 形 態 で は ３ μ ｍ ） で あ る 。 こ の 水 平 離 隔 距 離 ｌ は 、 図
１ 及 び 図 ２ に 示 す 、 隣 り 合 う 画 素 電 極 ４ ０ 間 の 距 離 ｌ ′ と 実 質 的 に 同 じ 働 き を す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 し た よ う に 、 保 護 層 １ ４ ０ を 介 装 し て 、 水 平 方 向 （ 保 護 層 １ ４ ０ の 広 が り 方 向 ） に
所 定 の 距 離 ｌ を 離 隔 し て 上 下 ２ 層 に 交 互 に 形 成 さ れ た 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ 及 び 第 ２ 画 素 電
極 １ ３ ２ を 備 え る 、 ｗ ／ ｌ ＝ ３ ／ ３ が 成 り 立 つ 画 素 電 極 １ ３ ０ の 構 造 は 、 Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液
晶 表 示 装 置 の 透 過 率 を 向 上 さ せ る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 即 ち 、 従 来 の 工 程 で は 、 ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ３ が 成 り 立 つ 画 素 電 極 １ ３ ０ の 製 造 が 困 難 で あ
る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は こ の 課 題 を 解 決 し 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ２
０ の 上 部 表 面 に ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ９ が 成 り 立 つ 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ を 形 成 し 、 保 護 層 １ ４ ０
の 上 部 表 面 に ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ９ が 成 り 立 つ 第 ２ 画 素 電 極 １ ３ ２ を 第 １ 画 素 電 極 １ ３ １ と 交
互 に 位 置 す る よ う に 形 成 す る こ と で 、 従 来 技 術 に お け る ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ３ と 実 質 的 に 同 じ
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で あ る ｗ ／ ｌ ＝ ３ ／ ３ の 画 素 電 極 １ ３ ０ の 構 造 を 形 成 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 透 過 率
及 び 製 造 工 程 の 再 現 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 間 隔 ｌ の 値 を 更 に 減 少 さ せ る た
め に 、 画 素 電 極 １ ３ ０ は 、 ３ 層 以 上 の 複 数 の 層 上 に 上 記 の 方 法 で 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 と 従 来 技 術 と の そ れ ぞ れ に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 電 圧 と
透 過 率 と の 関 係 を 比 較 す る グ ラ フ で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 画 素 電 極 １ ３ ０ の
構 造 は 、 従 来 技 術 に 係 る ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ３ が 成 り 立 つ 構 造 に お け る 透 過 率 と 同 等 の 透 過 率
を 有 し 、 従 来 技 術 に 係 る ｗ ／ ｌ ′ ＝ ３ ／ ５ が 成 り 立 つ 構 造 よ り 高 い 透 過 率 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 画 素 電 極 １ ３ ０ は 、 上 記 構 造 で 画 素 電 極 を 配 置 す る こ と に よ り 、 容
易 に ｗ ／ ｌ ＝ ３ ／ ３ が 成 り 立 つ 構 造 を 形 成 し て 透 過 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、
本 発 明 に 係 る 画 素 電 極 １ ３ ０ の 配 置 に よ っ て 、 よ り 微 細 な 構 造 の 形 成 が 容 易 で あ り 、 製 造
工 程 の 再 現 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 下 部 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ る ア レ
イ を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 に 係 る 別 の Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 下 部 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ る
ア レ イ を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 画 素 電 極 間 の 中 央 位 置 に お け る 駆 動 電 圧 と 透 過 率 と の 関 係 を
示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 画 素 電 極 の 幅 方 向 の 中 心 位 置 及 び 端 部 か ら 所 定 距 離 離 隔 し た
位 置 に お け る 駆 動 電 圧 と 透 過 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 下 部 基 板 の 上 に 形 成 さ れ
る ア レ イ を 概 略 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ 、 図 ２ 、 及 び 図 ５ に 示 す Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の そ れ ぞ れ の 位 置 に お け
る 駆 動 電 圧 と 透 過 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ １ ０ 　 　 カ ウ ン タ ー 電 極
１ ２ ０ 　 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
１ ３ ０ 　 　 画 素 電 極
１ ３ １ 　 　 第 １ 画 素 電 極
１ ３ ２ 　 　 第 ２ 画 素 電 極
１ ４ ０ 　 　 保 護 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(7) JP 2006-350278 A 2006.12.28



フロントページの続き

(72)発明者  金　香　律
            大韓民国京畿道利川市大月面巳東里４６５現代アパートメント６０２－１００６
(72)発明者  鄭　然　鶴
            大韓民国京畿道利川市夫鉢邑牙美里６９９－７現代３次アパートメント３０１－１２０６
Ｆターム(参考) 2H090 HA03  HA04  HC01  HD05  HD07  KA04  LA01 
　　　　 　　  2H092 GA14  GA15  GA17  GA25  HA02  JA24  JB01  JB16  JB56  KB24 
　　　　 　　        KB25  NA01 

(8) JP 2006-350278 A 2006.12.28



专利名称(译) 高透射率边缘场切换模式液晶显示装置

公开(公告)号 JP2006350278A 公开(公告)日 2006-12-28

申请号 JP2005287015 申请日 2005-09-30

[标]申请(专利权)人(译) 蜜蜂噢易高磁盘技术

申请(专利权)人(译) Bioi Heidis科技有限公司

[标]发明人 朴準伯
金香律
鄭然鶴

发明人 朴 準 伯
金 香 律
鄭 然 鶴

IPC分类号 G02F1/1343 G02F1/1333 G02F1/1368

CPC分类号 G02F1/134363 G02F2001/134372

FI分类号 G02F1/1343 G02F1/1333.505 G02F1/1368

F-TERM分类号 2H090/HA03 2H090/HA04 2H090/HC01 2H090/HD05 2H090/HD07 2H090/KA04 2H090/LA01 2H092
/GA14 2H092/GA15 2H092/GA17 2H092/GA25 2H092/HA02 2H092/JA24 2H092/JB01 2H092/JB16 
2H092/JB56 2H092/KB24 2H092/KB25 2H092/NA01 2H190/HA03 2H190/HA04 2H190/HC01 2H190
/HD05 2H190/HD07 2H190/KA04 2H190/LA01 2H192/AA24 2H192/BB13 2H192/BB21 2H192/BC31 
2H192/EA43 2H192/JA32

代理人(译) 松本公夫

优先权 1020050050823 2005-06-14 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种FFS模式的液晶显示器，可以在整体上提高透
射率。解决方案：边缘场切换模式液晶显示器包括：下基板，具有栅极
总线和数据总线，布置成彼此交叉并形成单位像素区域;以及对电极110
和位于每个单位像素区域内的像素电极130栅极绝缘膜120介于它们之
间，上基板设置有对应于每个像素区域的滤色器，并且在下基板之间插
入有液晶层，并与下基板接合。像素电极130包括形成在栅极绝缘膜120
的顶表面上的多个第一像素电极131和位于保护层140的顶表面上的第二
像素电极132，保护层140形成在第一像素电极131上，从各个第一像素
电极131开始的规定的水平间隔，并通过形成在保护层140上的接触孔电
连接到第一像素电极131.Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d70be6e7-7bdb-4675-81f3-a6c74d9b82ac
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037519298/publication/JP2006350278A?q=JP2006350278A

